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町
は
、
昨
年
９
月
16
日
制
定
し
た
南
越
前
町
総
合
計
画
審
議
会
の
初
会
合
を
南
条
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

こ
の
審
議
会
は
、
南
越
前
町
の
長
期
的
展
望
に
立
っ
た
総
合
計
画（
案
）を
審
議
す
る
こ
と
を
目
的

に
設
置
さ
れ
た
も
の
で
す
。
総
合
計
画
の
策
定
に
あ
た
っ
て
は
、
南
越
前
町
の
ま
ち
づ
く
り
を
総
合
的

か
つ
計
画
的
に
進
め
て
い
く
た
め
、
新
町
建
設
計
画
を
尊
重
し
な
が
ら
、
３
町
村
の
合
併
の
効
果
を
早

期
か
つ
最
大
限
に
引
き
出
し
、
行
財
政
基
盤
の
強
化
を
図
る
こ
と
を
最
重
要
課
題
と
し
て
い
ま
す
。

　

審
議
会
は
、
町
議
会
議
員
や

学
識
経
験
者
な
ど
20
人
で
構
成
さ

れ
、
初
会
合
で
会
長
に
諸
山
廣
多

氏
（
鋳
物
師
）
副
会
長
に
鈴
木
篤

見
氏
（
大
門
）
小
川
佐
左
エ
門
氏

（
甲
楽
城
）
を
選
任
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
審
議
会
の
中
で
総
務

企
画
、
厚
生
教
育
、
産
業
建
設
の
３

つ
の
小
委
員
会
を
設
置
し
、
南
越
前

町
の
人
口
推
計
な
ど
を
背
景
に
、
住

民
意
向
調
査
の
実
施
や
ま
ち
づ
く

り
に
つ
い
て
話
し
合
い
ま
し
た
。

　

町
で
は
、今
後
10
年
間（
２
０
１
６

年
ま
で
）の
町
の
将
来
像
に
つ
い
て

審
議
会
の
答
申
を
経
て
、
今
年
12

月
の
町
議
会
定
例
会
に
計
画
案
を

上
程
す
る
予
定
で
す
。

南
越
前
町
総
合
計
画
審
議
会
委
員

（
敬
称
略
）

寺
下　

貢
（
河
野
）・
竹
内
武
夫

（
二
ツ
屋
）・
西
嶋
久
夫
（
小
倉
谷
）

山
本　

優
（
鋳
物
師
）・
橋
本
賢

作
（
赤
萩
）・
谷
﨑
信
雄
（
上
野
）

鈴
木
篤
見
（
大
門
）・
小
川
佐
左

エ
門
（
甲
楽
城
）・
南　

敏
廣
（
糠
）

川
渕
仁
哉
（
社
谷
）・
澤
﨑
多
美

代
（
上
野
）・
朝
倉
英
俊
（
荒
目
）

橋
本
修
一
（
大
良
）・
諸
山
廣
多

（
鋳
物
師
）・
今
村
ゆ
み
子
（
脇
本
）

林　

利
博（
堂
宮
）・
勝
見
勝
彦（
天

王
）・
向
瀬
浩
一
（
糠
）・
藤
原
綾

子
（
長
沢
）・
山
口　

務
（
奥
野
々
）

住
民
主
体
の
自
立
し
た
ま
ち
づ
く
り
に

住
民
主
体
の
自
立
し
た
ま
ち
づ
く
り
に

南越前町の人口の推移（将来推計人口）
住
民
意
向
調
査
に
ご
協
力
い
た
だ
き

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

中
学
生
以
上
の
全
町
民
約
１
万
１
千
人
の
方
を
対
象
に
、
町

政
や
暮
ら
し
に
関
す
る
意
識
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

お
答
え
い
た
だ
い
た
内
容
は
、
計
画
案
策
定
の
貴
重
な
ご

意
見
、
資
料
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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